
 

 

 

 

 

 

 

「ソンラ省コーヒー産地におけるコミュニティー開発プロ

ジェクト」の開始に向けて、9 月 10 日、キック・オフ・ワーク

ショップをオンラインで開催しました。 

当日は、日本からはイオン株式会社及びサプライチェーン

の関連企業の代表者の皆さま、ベトナムからは協力機関で

あるタイバック大学学長及びプロジェクト担当者、現地の省・

郡行政官、コーヒー生産農家代表及びメディア関係者等、

70 名以上がオンラインで繋がり、プロジェクトの目標や活

動を共有・確認しただけではなく、今後の事業を実施するための協力関係を構築しました。 

タイバック大学の学長はソンラ省のコーヒー生産と本プロジェクトについて、「ソンラ省で栽培しているアラ

ビカ種のカティモールコーヒーは品質が高く、住民の誇りです。コーヒーの生産と販売は、ソンラ省の住民の貧

困世帯の削減及び生活向上に寄与します。本プロジェクトの実施には、イオン株式会社様、関係各社のご支援、

FIDR、地域行政からのご協力、そして住民の意欲と努力が欠かせません」と述べました。 

また、地域住民を代表してワークショップに参加したコーヒー生産者は

「プロジェクトに参加するのが本当に楽しみです。新しい技術を学んで、実

践していきたいと思います。生活が良くなったら借金を全部返済し、子ど

もの教育に投資したいです。そして、小さい雑貨店を開き、雑貨品や日常

品を売りたいと思います」と、プロジェクトへの期待と意気込みを共有しま

した。 FIDR は、関係者との協働のもと、コーヒー生産農家一人ひとりの

生活がより良いものになるよう、活動を行っていきます。 

 

 

 

 

 

  Vol. 1 
サステナブル・コーヒー・プロジェクト 

ソ ン ラ だ よ り 

2021年 9月 編集：国際開発救援財団 

キック・オフ・ワークショップ開催！ 

日本とベトナムをつないで開催されたオンラインキックオフWS 

意気込みを語る少数民族タイ族の女性 

ベトナム国内のメディアでもプロジェクトが紹介されました！ 
当日の様子は、ベトナムで最も有名な英字新聞や農村開発に強いメディアをはじめ、タイ

バック大学のＳＮＳ等においても幅広く紹介されました。特に、同省のコーヒー生産農家だけ

ではなく、現地行政や大学が「サステナブル・コーヒー・プロジェクト」寄せる期待や生活改

善、地域開発等、それぞれの想いを形にするよい機会であること等が述べられました。 

詳細は、以下のリンクからどうぞ♪ 

 

〇 Viet Nam News （英語）   https://bit.ly/3nqS37E 
 

〇 Tin Tuc News （越語）   https://bit.ly/3jyxYeJ 
 

〇 タイバック大学 （越語） https://bit.ly/3GkJ8xw 
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